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〝
平
成
〞
ス
タ
ー
ト

本
年
四
月
三
○
日
、「
平
成
」
の
時
代
は
三

○
年
間
を
も
っ
て
終
わ
り
、「
令
和
」
へ
と
引

き
継
が
れ
た
。
明
仁
上
皇
自
身
が
生
前
退
位

を
テ
レ
ビ
を
つ
う
じ
て
表
明
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
新
し
い
元
号
に
つ
い
て
の
国
民
の

受
け
容
れ
は
期
待
感
を
含
み
つ
つ
、
平
穏
裏

に
す
す
ん
だ
。
そ
の
ご
成
婚
か
ら
し
て
、
国

民
の
テ
レ
ビ
需
要
に
火
を
つ
け
、
育
児
の
あ

り
よ
う
を
通
じ
て
皇
族
の
新
し
い
姿
を
明
ら

か
に
し
、
即
位
後
に
生
じ
た
幾
多
の
大
規
模

災
害
に
際
し
て
、
罹
災
者
に
直
接
向
き
合
う

姿
を
、テ
レ
ビ
を
つ
う
じ
て
茶
の
間
に
届
け
た
。

ま
さ
に
テ
レ
ビ
に
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
ら
を
主
張
し
つ
づ
け
た
存
在
で
あ
っ
た
。

三
○
年
前
の
1
9
8
9
（
昭
和
六
四
／
平

成
元
）
年
の
「
平
成
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時

点
は
今
回
と
は
様
相
が
異
な
っ
た
。
平
成
は

昭
和
天
皇
が
崩
御
し
た
一
月
七
日
の
翌
日
に

始
ま
る
が
、
前
年
か
ら
そ
の
病
状
を
伝
え
る

「
ご
容
体
」
報
道
が
日
々
な
さ
れ
て
い
た
。

日
産
自
動
車
が
発
売
し
た
新
車
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
歌
手
・
井
上
陽
水
が
発
す

る
「
お
元
気
で
す
か
ぁ
？
」
の
セ
リ
フ
が
、

病
状
の
深
刻
さ
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
音
声
が
消
さ
れ
て
放
送
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
社
会
全
体
が
自
粛
ム
ー
ド
に
覆

わ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
自
粛
ム
ー

ド
の
一
方
、
沸
騰
し
た
為
替
相
場
や
、
天
井

知
ら
ず
で
高
騰
す
る
地
価
が
沈
静
化
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
市
場
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
ほ
ど
に
加
熱
し
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ

ル
」
景
気
が
最
高
潮
に
達
し
た
の
が
「
平
成
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
1
9
8
9
年
で
あ
っ
た
。

「
バ
ブ
ル
」景
気
の
光
と
影

「
平
成
経
済
は
明
る
い
船
出
だ
が
」
は
、

「
神
奈
川
新
聞
」
一
月
一
七
日
の
社
説
の
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
。「『
昭
和
』
が
恐
慌
と
い
う

暗
く
重
い
舞
台
か
ら
幕
開
け
し
た
の
に
比
べ
、

『
平
成
』
は
絶
好
調
景
気
と
い
う
明
る
い
照

明
の
下
で
第
一
楽
章
を
迎
え
た
。
一
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
は
世
界
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
、
さ
ら
に
世
界
最
大
の
債
権
国
、

と
い
う
耳
に
快
い
旋
律
も
響
い
て
き
て
、
つ

い
浮
か
れ
が
ち
で
あ
る
」。
社
説
の
論
旨
は
、

成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
経
済
に
果
た
す
日
本
の

役
割
の
大
き
さ
や
、
債
権
大
国
に
ふ
さ
わ
し

い
生
活
実
感
を
日
本
が
体
得
す
る
必
要
を
論

じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、「
失

わ
れ
た
20
年
」
あ
る
い
は
「
失
わ
れ
た
30
年
」

と
も
評
さ
れ
る
長
い
不
況
に
結
び
つ
く
「
影
」

が
し
の
び
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
歴
史
が
知

ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
九
月
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
五
カ
国
蔵
相
・

中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
5
）」
で
取
り
決

め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、

貿
易
・
財
政
両
面
で
の
「
双
子
の
赤
字
」
に

苦
し
む
ア
メ
リ
カ
経
済
を
支
え
る
た
め
、
各

国
は
為
替
の
協
調
介
入
で
ド
ル
安
へ
と
誘
導

し
た
。
最
大
の
対
米
債
務
国
で
あ
っ
た
日
本

は
、
そ
の
率
先
的
実
践
国
と
な
っ
た
。
一
ド

ル
二
四
○
円
前
後
で
あ
っ
た
円
相
場
は
二
年

横浜博覧会の会場光景　　1989年7月　　横浜市史資料室所蔵・広報課写真資料
左：三井・東芝ガリバー館／右：Wa! TEPCO（東京電力館）　　博覧会場には、34の展示館（パ
ビリオン）が立ち並び、リニアモーターカー「HSST」や動くベンチ「SK」をはじめとする
近未来型の移動手段で結ばれた。
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後
に
は
半
分
の
一
二
○
円
ま
で
低
落
す
る
。

一
方
で
、
輸
出
依
存
度
が
高
い
製
造
業
は
急

速
な
円
高
で
体
力
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
と

く
に
京
浜
工
業
地
帯
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
、
八
七
年
に
発
表

さ
れ
た
、
日
本
鋼
管
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）

京
浜
製
鉄
所
・
第
二
高
炉
の
休
止
と
三
三
○

○
人
の
労
働
力
削
減
計
画
で
あ
り
、
同
社
は

生
産
拠
点
を
広
島
県
福
山
に
移
す
方
針
を
示

し
た
。
京
浜
地
区
に
と
っ
て
、
下
請
け
企
業

を
含
め
て
甚
大
な
影
響
が
見
込
ま
れ
る
「
鉄

冷
え
」
の
時
代
が
到
来
し
た
。
ド
ル
建
収
入

の
激
減
に
伴
う
海
運
不
況
は
、
世
界
的
な
船

腹
過
剰
に
よ
る
一
九
七
○
年
代
半
ば
か
ら
の

造
船
不
況
に
拍
車
を
か
け
た
。
高
度
経
済
成

長
期
に
、
地
方
か
ら
の
労
働
者
を
大
量
に
受

け
入
れ
た
京
浜
の
重
厚
長
大
産
業
は
、
構
造

的
な
縮
小
局
面
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
円
高
ド
ル
安
の
も
と
で
、
国
内
企

業
の
海
外
へ
の
直
接
投
資
が
盛
ん
と
な
り
、

日
産
自
動
車
は
、
八
六
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に

生
産
工
場
を
稼
働
さ
せ
た
。
産
業
空
洞
化
の

条
件
も
膨
ら
み
つ
つ
あ
っ
た
。

政
府
が
と
っ
た
低
金
利
政
策
と
銀
行
に
よ

る
過
剰
融
資
は
資
金
の
だ
ぶ
つ
き
を
呼
び
、

不
動
産
や
株
へ
の
投
資
が
沸
騰
し
て
相
場
が

過
剰
な
高
値
を
記
録
し
て
い
た
。「
神
奈
川

新
聞
」
一
月
二
八
日
に
は
「
県
内
の
最
高
路

線
価　

平
均
59
・
2
％
上
昇
」
と
、
前
年
の

実
績
で
あ
る
が
地
価
高
騰
の
勢
い
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
横
浜
中
税
務
署
管
内
で
は
、
西

区
南
幸
一
丁
目
（
高
島
屋
前
・
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
前
通
り
）
が
一
平
方
㍍
当
た
り
一
一
九

○
万
円
（
上
昇
率
三
八
・
四
㌫
）、
神
奈
川

税
務
署
管
内
で
は
同
区
鶴
屋
町
（
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
前
・
西
鶴
屋
橋
通
り
）
が
三
七
○

万
円
（
一
○
○
㌫
）
と
高
騰
し
て
い
た
。
当

時
の
日
本
に
は
地
価
は
上
昇
し
続
け
る
と
い

う
「
土
地
神
話
」
が
生
ま
れ
た
。

個
人
消
費
と
民
間
設
備
投
資
は
旺
盛
で
あ

っ
た
。
前
年
度
上
半
期
の
実
績
で
、
県
内
企

業
の
約
八
割
が
所
得
を
増
や
し
、
三
○
億
円

以
上
で
は
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
、

本
間
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
ど
が
、
前
年
比
で
約

二
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
み
せ
て
い
た

（「
神
奈
川
新
聞
」
三
月
二
日
）。

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
と
横
浜
博
覧
会

1
9
8
9
年
、
横
浜
市
は
開
港
一
三
〇

年
・
市
政
一
〇
〇
周
年
の
記
念
年
に
あ
た
っ

て
い
た
。
横
浜
市
は
、
横
浜
博
覧
会
「
Ｙ
Ｅ

Ｓ
89
」
を
開
催
し
た
。
会
場
は
「
み
な
と
み

ら
い
21
地
区
」。
一
九
六
五
（
昭
和
四
○
）

年
に
打
ち
出
さ
れ
た
都
市
改
造
計
画
、
い
わ

ゆ
る
「
六
大
事
業
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
都

心
部
強
化
事
業
と
し
て
着
眼
さ
れ
、
一
九
八

○
年
代
の
「
よ
こ
は
ま
21
世
紀
プ
ラ
ン
」
に

引
き
継
が
れ
た
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

関
内
・
伊
勢
佐
木
町
と
、
横
浜
駅
周
辺
地
区

と
に
分
断
さ
れ
た
繁
華
街
を
結
ぶ
べ
く
、
明

治
期
以
来
の
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
（
旧
横

浜
船
渠
）
を
本
牧
と
金
沢
に
移
し
、
新
た
に

海
面
を
埋
め
立
て
て
拡
張
し
た
エ
リ
ア
で
あ

り
、
博
覧
会
は
そ
の
お
披
露
目
の
役
割
を
担

う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
地
区
に
は
、
ホ
テ
ル

の
進
出
計
画
な
ど
、
博
覧
会
以
後
の
開
発
を

も
く
ろ
む
企
業
が
名
乗
り
出
て
い
た
。

横
浜
博
覧
会
（Y

O
K
O
H
A
M
A
 EX
O
T
IC 

SH
O
W
CA
SE ’ 89

）は
、「
宇
宙
と
子
供
た
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
三
月
二
五
日
〜
一
○
月
一
日

ま
で
の
一
九
一
日
間
開
催
さ
れ
た
。
日
銀
横

浜
支
店
は
一
兆
円
の
経
済
効
果
と
試
算
し
た
。

し
か
し
客
足
は
想
定
通
り
に
は
伸
び
ず
、
四

月
末
に
は
夜
九
時
三
○
分
ま
で
の
時
間
延
長

な
ど
の
観
客
誘
致
策
が
と
ら
れ
た
。

市
政
一
○
○
周
年
を
う
た
っ
た
横
浜
博
は
、

市
制
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
国
内
各
都
市
で

催
さ
れ
る
地
方
博
と
競
合
し
た
。
大
規
模
な

も
の
と
し
て
は
、
名
古
屋
デ
ザ
イ
ン
博
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
博
―
福
岡
89
（
よ
か
ト
ピ
ア
）、

89
海
と
島
の
博
覧
会
・
ひ
ろ
し
ま
、
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
横
浜
博
が
も
っ
と
も
意
識
し
た

の
は
、
八
一
年
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
博
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
）
で
あ
っ
た
。

東
西
を
代
表
す
る
貿
易
港
で
あ
り
、
埋
立
地

の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
博
覧
会
と
い
う
点
で

も
同
質
で
あ
っ
た
。
入
場
者
数
ば
か
り
で
な

く
、
入
場
者
一
〇
○
万
人
ご
と
に
要
し
た
日

数
や
一
日
当
た
り
入
場
者
数
ま
で
数
値
化
し

比
較
し
た
（
結
果
は
い
ず
れ
も
神
戸
が
横
浜

を
上
回
っ
た
）。
横
浜
博
は
、
目
標
一
二
五

〇
万
人
の
と
こ
ろ
一
三
三
三
万
人
の
総
入
場

者
数
を
得
て
閉
幕
し
た
。

「
六
大
事
業
」の
目
鼻
立
ち

都
心
部
強
化
事
業
は
、
三
菱
重
工
横
浜
造

船
所
の
移
転
と
、
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
の

出
現
に
よ
っ
て
歩
み
を
大
き
く
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
「
六
大
事
業
」、
金

沢
地
先
埋
立
・
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
・

高
速
道
路
網
建
設
・
高
速
鉄
道
建
設
・
ベ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
建
設
、
も
一
定
の
到
達
を
む
か
え

て
い
た
。
1
9
8
9
年
最
大
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、

本
牧
ふ
頭
と
大
黒
ふ
頭
を
結
ぶ
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
の
開
通
で
あ
っ
た
。
本
牧
ふ
頭
の
コ
ン
テ

ナ
ヤ
ー
ド
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
は
、

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
、
横
浜
関
内
の
中
心

部
で
あ
る
本
町
通
り
を
通
過
し
、
仕
向
地
に

向
か
っ
た
。
当
時
の
本
町
通
は
巨
大
な
ト
ラ

ッ
ク
が
往
来
し
て
渋
滞
す
る
「
コ
ン
テ
ナ
街

道
」
の
異
名
が
あ
っ
た
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開

通
で
こ
の
状
態
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
。
く
わ
え
て
優
美
な
デ
ザ
イ
ン
の
斜

張
橋
は
観
光
資
源
と
し
て
も
有
望
視
さ
れ
た
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）

年
に
起
工
。
開
通
と
と
も
に
巨
大
な
橋
脚
に

付
置
さ
れ
た
海
上
五
○
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に

あ
る
展
望
施
設
と
遊
歩
道
「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
」
も
公
開
さ
れ
た
。
大
黒
ふ
頭
側
に
は
首

都
高
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
つ
く
ら
れ

’

’

建設中のベイブリッジ　1989年1月頃　斜張橋としては世界最大だった。
 横浜市史資料室所蔵・広報課写真資料
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た
。
九
月
二
七
日
の
開
通
に
先
立
ち
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
点
灯
式
が
、
横
浜
博
の
会
場
内

で
行
わ
れ
、
夜
の
闇
に
全
長
八
六
○
メ
ー
ト

ル
の
斜
張
橋
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
速
料
金
の
節
約
か
ら
、

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
回
避
す
る
コ
ン
テ
ナ
ト
ラ

ッ
ク
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
は
二

○
○
四
（
平
成
一
六
）
年
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

の
下
層
に
国
道
三
五
七
号
線
が
敷
設
さ
れ
る

ま
で
続
い
た
。
一
方
、
観
光
資
源
と
し
て
は

早
く
か
ら
ミ
ナ
ト
横
浜
を
象
徴
す
る
「
名
所
」

と
し
て
機
能
し
た
。

金
沢
埋
立
は
、
前
年
の
一
九
八
八
（
昭
和

六
三
）
年
五
月
に
完
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
、
海
の
公
園
海
水
浴
場
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

根
岸
湾
以
北
の
埋
立
が
、
工
場
用
地
や
港
湾

施
設
の
創
出
を
主
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に

対
し
て
、
金
沢
埋
立
は
市
街
に
あ
る
中
小
工

場
を
移
転
さ
せ
、
研
究
施
設
を
誘
致
し
、
住

宅
地
を
創
出
し
て
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設

を
備
え
る
と
い
う
多
目
的
な
埋
立
事
業
で
あ

っ
た
。
七
月
、
こ
の
金
沢
埋
立
地
内
を
結
ぶ

「
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
金
沢
八
景

〜
新
杉
田
）
が
開
業
し
た
。

高
速
道
路
網
建
設
は
、
東
名
高
速
と
結
ぶ

保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス
が
一
九
七
四
（
昭
和
四

九
）
年
に
完
成
し
て
い
た
が
、
八
一
年
に
は

金
沢
区
の
朝
比
奈
と
保
土
ヶ
谷
の
狩
場
を
結

ぶ
横
浜
・
横
須
賀
道
路
が
開
通
し
保
土
ヶ
谷

バ
イ
パ
ス
と
連
絡
し
た
。
首
都
高
横
羽
線
が

八
四
年
に
全
通
（
羽
田
〜
石
川
町
）
し
て
、

東
名
〜
横
浜
〜
羽
田
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ

て
い
る
。
ま
た
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
連
絡
す
る

首
都
高
湾
岸
線
も
予
定
さ
れ
て
い
た
（
九
四

年
空
港
中
央
〜
大
黒
間
開
通
）。

高
速
鉄
道
建
設
は
、
現
在
の
地
下
鉄
ブ
ル

ー
ラ
イ
ン
の
戸
塚
駅
が
八
月
に
開
業
し
、
新

横
浜
と
通
じ
た
。
あ
ざ
み
野
方
面
、
湘
南
台

方
面
へ
の
延
伸
も
進
め
ら
れ
て
、
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
と
連
絡
す
る
新
横
浜
〜
あ
ざ
み
野

開
通
は
、
九
三
（
平
成
五
）
年
で
あ
っ
た
。

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
は
、
単
な
る
住

宅
団
地
の
建
造
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

①
乱
開
発
の
防
止
、
②
都
市
農
業
の
創
造
、

③
住
民
参
加
、
を
理
念
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
た
が
、
多
様
な
主
体
が
、
多
様

な
内
容
を
も
っ
て
同
時
進
行
す
る
事
業
で
あ

っ
た
。「
六
大
事
業
」
が
提
唱
さ
れ
た
当
初
、

港
北
区
内
に
開
発
地
区
が
あ
り
、
事
業
名
称

も
「
港
北
」
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
九
（
昭

和
四
四
）
年
に
分
区
し
て
「
緑
区
」
の
一
部

に
な
っ
て
い
た
。
89
年
段
階
の
画
期
を
特
定

す
る
の
は
難
し
い
が
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
創
出
の
一
助
と
し
て
の
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
ま
つ
り
」
が
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
九

月
に
始
め
ら
れ
て
以
降
、
毎
年
挙
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
地
区
が
「
都
筑
区
」
と
し
て
緑
区

か
ら
分
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め

た
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
1
9
8
9
年
は

「
六
大
事
業
」
が
提
唱
・
着
手
さ
れ
て
四
半

世
紀
が
経
過
し
て
事
業
の
進
展
が
み
ら
れ
、

都
市
改
造
が
中
心
部
に
お
よ
ん
で
、「
六
大

事
業
」
の
目
鼻
立
ち
が
明
瞭
に
な
っ
た
時
期

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
象
徴
が
、

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
で
開
催
さ
れ
た
横
浜

博
覧
会
と
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
で
あ
っ
た
。

「
集
い
」の
場
の
創
出

市
政
一
○
○
周
年
を
記
念
し
た
施
設
と
し

て
、
横
浜
博
覧
会
の
開
催
と
と
も
に
、
パ
ビ

リ
オ
ン
の
一
つ
と
し
て
「
横
浜
美
術
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
様
に
、
三
菱
重
工
横
浜

造
船
所
の
第
一
号
船
渠
を
保
存
し
て
帆
船
日

本
丸
を
係
留
し
た
博
物
館
「
横
浜
マ
リ
タ
イ

ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
同
日
開
館
し
た
（
後

者
の
現
在
の
名
称
は
「
横
浜
み
な
と
博
物
館
」）。

博
覧
会
開
催
の
翌
週
、
新
横
浜
に
「
横
浜

ア
リ
ー
ナ
」
が
開
業
し
た
。
こ
け
ら
落
と
し

は
松
任
谷
由
美
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
四
月
一
日

〜
三
日
、
五
日
の
計
四
日
間
で
あ
っ
た
。

「
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
前
年
の
八

八
年
九
月
開
館
。「
都
筑
自
然
公
園
」
は
八

七
年
一
○
月
に
、「
横
浜
国
際
平
和
会
議
場

（
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）」
は
八
八
年
一
二
月
に

そ
れ
ぞ
れ
着
工
し
た
（「
都
筑
自
然
公
園
」

は
「
横
浜
動
物
の
森
公
園
」
と
し
て
拡
充
さ

れ
た
）。
三
溪
園
内
の
「
三
溪
記
念
館
」
も

こ
の
年
オ
ー
プ
ン
し
た
。
前
年
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
い
た
歴
史
的
建
造
物
へ
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
事
業
も
対
象
と
な
る
建
物
が
拡
充
さ
れ
、

夜
の
観
光
へ
と
み
ち
び
い
た
。

戦
前
〜
戦
後
に
か
け
て
、「
愛
市
の
花
」

と
し
て
横
浜
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
バ
ラ

が
、「
市
花
」
と
し
て
制
定
・
公
表
さ
れ
た

の
は
九
月
二
三
日
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
1
9
8
9
年
の
記
念
年

に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
あ
る

い
は
事
業
の
着
工
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
重

厚
長
大
産
業
の
黄
昏
を
背
景
に
、
一
方
で
豊

か
に
な
っ
た
観
光
客
を
取
り
込
む
横
浜
市
の

方
策
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。

「
昭
和
」の
終
わ
り

磯
子
生
ま
れ
の
歌
手
・
美
空
ひ
ば
り
は
、

六
月
二
四
日
に
間
質
性
肺
炎
の
た
め
順
天
堂

大
学
病
院
で
逝
去
し
た
。
享
年
五
二
才
。
弱

冠
一
二
歳
で
主
演
し
た
「
悲
し
き
口
笛
」（
一

九
四
九
）
で
廃
墟
と
な
っ
た
横
浜
の
街
と
と

も
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
し
、
高
度
経
済
成

長
期
に
歌
手
と
し
て
の
絶
頂
期
を
迎
え
た
。

高
度
成
長
が
終
わ
る
時
期
に
親
族
の
問
題
か

ら
テ
レ
ビ
を
干
さ
れ
る
も
の
の
、
い
く
つ
も

の
名
曲
を
残
し
た
。
美
空
ひ
ば
り
は
、
復
興

を
実
現
し
た
日
本
国
民
の
伴
走
者
で
あ
っ
て
、

戦
後
を
体
現
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

奇
し
く
も
日
本
経
済
の
絶
頂
、
昭
和
の
終
焉
、

平
成
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
そ
の
生
涯
を
終
え

た
。
四
月
一
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
横
浜

ア
リ
ー
ナ
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
ブ
は
、

ひ
ば
り
も
熱
望
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幻

に
終
わ
っ
た
。 

（
平
野
正
裕
）
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